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森林・林業に関する県民意識について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この調査票にご記入のうえ、８月５日（金）までに同封の返信用封筒によりお送り

ください。 

 回答は、当てはまる答えの数字を○で囲んでください。「その他」については、（ ）

に具体的にご記入ください。 

 整理番号は調査結果のとりまとめのために便宜的につけているものです。調査結果

の集計、公表にあたり、個人が特定されることはありません。 

 

 

 

平成 28 年度県民アンケート調査票 



30 

 

【調査目的】 

  県では、木材やきのこ・山菜等の林産物の利用促進、水源のかん養（洪水の緩和、

水をたくわえることなど）や地球温暖化防止などの多面的機能発揮のための森林整

備、災害防止のための防災施設の整備など、森林・林業に関する様々な取組を行っ

ていますが、高齢化・過疎化が進む山村地域活動の停滞や、局所的な大雨（ゲリラ

豪雨）・大規模地震等による山地災害の発生など近年の状況変化に対応する必要があ

ります。 

  このアンケートでは、県民の皆さんの森林・林業に関する意識を把握し、今後の効

果的な施策展開に活用します。 

 

 

 

問１ あなたは、森林の持つどのような役割に期待していますか。（○は３つまで） 

１ 水資源を蓄えたり、二酸化炭素を吸収固定して温暖化防止に貢献する役割 

２ 山崩れや洪水、なだれといった災害や、海岸の飛砂や風を防ぐ役割 

３ 貴重な動植物などの生息・生育環境としての役割 

４ 木材を生産する役割 

５ 人を落ち着かせる景観や風景を提供する役割 

６ 身近な自然として県民が活用できる役割 

７ 子どもたちの自然体験や活動場所としての役割 

８ きのこや山菜などを生産する役割 

９ その他（                             ） 

10 わからない 

 

 

問２ あなたは、県内の森林から生産される木材を利用し、かつ、計画的に植えて育てること

で循環が保たれた健全な森林づくりにつながるということを知っていますか。 

（○は１つだけ） 

１ 知っている 

２ 知らない 
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問３ あなたは手入れが行き届かない森林について､今後誰がどのような方法で整備すべきだ

と思いますか。あなたの考えに最も近いものを選んでください。（○は１つだけ） 

１ 所有にかかわらず、国や地方公共団体（県・市町村等）が直接整備を行う 

２ 森林所有者が自己資金で整備を行う 

３ 森林所有者が補助金等の支援を受け、整備を行う 

４ 特に整備する必要はない 

５ その他（                             ） 

６ わからない 

 

 

問４ 集落や人家周辺の身近な森林（里山林や都市近郊林）について、あなたは現在どのよう

に利用していますか。（○は利用の多いもの上位２つまで） 

１ 自然散策・森林浴・トレッキング（山歩き）などの活動のため 

２ ゼンマイ、タケノコ、きのこ類、栗などの食用の林産物の採取のため 

３ 落ち葉、薪、柴などの食用とならない林産物の採取のため 

４ 下草刈り、間伐、枝打など、主に森林の手入れ(整備)のため 

５ その他（                              ） 

６ 特に利用していない 

 

 

問５ あなたは、木を植えたり、下草刈りや間伐（木を間引いたり､枝を切ったりする）など

の体験やボランティア活動（以下「森林ボランティア活動等」）に参加したことがありま

すか。また今後の考えを教えてください。（それぞれ○は１つだけ） 

  ○これまでに（実績として） 

１ 参加したことがある 

２ 参加したことがない 

 

○これから（今後） 

１ 是非参加したい 

２ 機会があれば参加したい 

３ あまり参加したくない 

４ 参加したくない 

５ わからない 
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問６ あなたが「森林ボランティア活動等」に参加する際の条件は何ですか。 

（○はいくつでも） 

１ 会場が近い 

２ 活動内容や開催場所、時期などの情報が得やすい 

３ 活動の意義が良く説明されている 

４ 主催する団体の活動に共感できる 

５ 団体の会員でなくても参加できる 

６ 親子で参加できる内容である 

７ 知識や経験がなくても、気軽に参加できる 

８ その他（                              ） 

９ わからない 

 

 

問７ 現在、あなたが住んでいる住居はどのような住宅ですか。また、仮に今後新たに建てた

り購入したりする場合、どのような住宅を選びたいと思いますか。 

（それぞれ○は１つだけ） 

  ○現在住んでいる住宅（住居が複数ある方は主たる生活地を選んでください） 

１ 持ち家（一戸建て） 

２ 持ち家（マンション等の集合住宅） 

３ 借家（一戸建て） 

４ 借家（アパート、マンション等の集合住宅） 

５ その他（                             ） 

 

○今後建てるか購入して住みたい住宅 

１ 昔から日本にある在来工法の木造住宅 

２ ツーバイフォー工法等の在来工法以外の木造住宅 

３ 鉄筋、鉄骨、コンクリート造り等の非木造住宅 

４ 集合住宅（マンション等） 

５ 現在の住居をリフォームした住宅 

６ その他（                             ） 

７ 特にこだわらない 
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問８ あなたは、住宅に使う木材の材料には何を選びたいと思いますか。（○は 1つだけ） 

１ 新潟県産材 

２ 国産材 

３ 外国産材 

４ 特に好みはなく、なんでもよい 

５ ハウスメーカー･大工･工務店が勧めるもの 

６ その他（                              ） 

７ わからない 

 

 

問９ あなたが住宅に木材を利用する場合、重視するポイントは何ですか。 

（○は重視するもの上位３つまで） 

１ 価格 

２ 強度 

３ シロアリや腐朽への強さ 

４ 産地（地元産など） 

５ 樹種 

６ 木目の美しさや色合い 

７ その他（                              ） 

８ 特に重視するところはない 

 

問 10   あなたは「越後杉ブランド認証材」（新潟県が定めた一定の品質・性能基準を満たす

新潟県内産のスギ材製品）を知っていますか。 

また、県では、「越後杉ブランド認証材」を一定規模以上使用した住宅建設を支援す

る「ふるさと越後の家づくり事業」を行っていますが、あなたはこの事業について知っ

ていますか。 

それぞれについて、当てはまるものに○をつけてください。（○は１つだけ） 

 ○「越後杉ブランド認証材」 

１ 内容を知っている 

２ 言葉は聞いたことはあるが、内容は知らない 

３ 知らない（初めて聞いた） 

 

○「ふるさと越後の家づくり事業」 

１ 内容を知っている 

２ 言葉は聞いたことはあるが、内容は知らない 

３ 知らない（初めて聞いた） 
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問 11 あなたは、森林や木材に関する次の①～⑤の項目について、約 10 年前と比べて、どう

思いますか。（○は各項目１つだけ） 

 

そう思う 

どちらか

といえば

そう思う 

特に変わ

らない 

どちらか

といえば

そう 

思わない 

そう 

思わない 

① 森林がきれいになった １ ２ ３ ４ ５ 

② 森林に行く機会が増えた １ ２ ３ ４ ５ 

③ 木が使われるようになった １ ２ ３ ４ ５ 

④ 「県産材」や「越後杉」と

いう言葉を耳にするように

なった 

１ ２ ３ ４ ５ 

⑤ 豪雨等により森林で発生す

る災害が気になるようにな

った 

１ ２ ３ ４ ５ 

 

 

問 12 あなたは、豪雨等により森林で発生する災害（土砂崩れや地すべり、なだれ等）に対

する防災対策として、重要だと思うものは何ですか。（○は２つまで） 

１ 防災施設（ダムなど）や森林の積極的な整備 
２ 既存の防災施設（ダムなど）の老朽化対策 
３ 被災想定区域や避難場所・避難経路などを表示したハザードマップの整備・配布 
４ 地域住民やボランティアによる危険地のパトロールの実施 
５ 地域の自主防災体制（非常時の情報伝達や相互救助体制など）の整備 
６ その他 
７ わからない 
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問13 あなたが今後、森林・林業に関して､県に特に力を入れて欲しいと思うことは何ですか。 

（○は３つまで） 

１ 森林整備を行う事業体（森林組合等）や作業員の育成支援 

２ 森林を守り育てている森林所有者への支援 

３ 伐採跡地など､植林されていない場所の速やかな森林化 

４ 森林に触れ合う機会、場の提供 

５ マツクイムシ被害などの病害虫被害の防止の取組 

６ 子どもたちへの森林・林業に関する教育の充実 

７ 木材産業への支援 

８ 木質バイオマス（※）の利用拡大 

９ 森林整備や木材の搬出に必要な道路整備 

10 きのこ、山菜などの特用林産物（※）の利用拡大 

11 植樹祭など、森林づくりへの参加促進 

12 その他（                              ） 

13 わからない 

  

  ※木質バイオマス 

    「バイオマス」とは、生物資源（bio）の量（mass）を表す言葉で、具体的には、農林水 
産物、稲わら・もみ殻・家畜の糞尿・木くず・食品廃棄物などをさします。 

    バイオマスのうち、木材に由来するものを「木質バイオマス」といい、樹木の伐採や造材 
のときに発生した枝･葉、製材工場などから出る端材やオガクズ、住宅の解体材や街路樹の 
剪定枝などがあります。 
 

   ※特用林産物 

    特用林産物とは、食用とされる「しいたけ」、「えのきたけ」等のきのこ類、山菜類等、非

食用のうるし、木ろう等の伝統的工芸品原材料及び竹材、桐材、木炭等の森林原野を起源と

する生産物のうち一般の木材を除くものの総称です。 
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問 14 これまでお答えいただいた以外に、森林･林業について､ご意見やご提案がありました

ら、ご自由にお書きください。 

（記入欄） 

 

以上でアンケートは終わりです。ご協力ありがとうございました。 


